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令 和 ３ 年 ５ 月

羽 生 市 立 村 君 小 学 校 ○４月８日（木）入学式・４月２７日（火）１年生を迎える会４月８日（木）入学式・４月２７日（火）１年生を迎える会

第 ２ 号 ５名の児童（男子２名、女子３名）が入学しました。

羽 生 市 堤 １ ０ ７ 番 地 ℡ ０ ４ ８ － ５ ６ ５ － ０ ２ ２ ３ 「１年生を迎える会」では、一人一人が好きなものを絵に
表し、みんなの前で立派に発表していました。

○４月１６日（金）第１回避難訓練４月１６日（金）第１回避難訓練
１階理科室から火災が起きた想定

で、避難訓練を行いました。子供たち
は「お・か・し・も・ち」の約束を守
り、避難経路と避難の仕方をしっかり
と確認できました。

○４月２３日（金）離任式４月２３日（金）離任式
昨年度お世話になった３名の

先生方との久しぶりの出会いに
子供たちは大喜びで、心温まる
離任式となりました。
★平井由美子 先生
★根岸 和義 先生
★北山 望 先生
お元気で御活躍ください。ありがとうございました。

○４月２６日（月）村君の安心安全を守る会４月２６日（月）村君の安心安全を守る会
各地区の自治会長様、

準自治会長様が来校され、
児童との顔合わせを行い
ました。その後、一緒に
下校し児童の安全を見守ってくださ
いました。ありがとうございました。

○４月２６日（月）交通安全教室４月２６日（月）交通安全教室
羽生警察署員の方と羽生市交通安全母の会

の方をお招きして、横断歩道の渡り方や安全
な自転車の乗り方などを教えていただきまし
た。登下校はもちろん、日常生活でしっかり
と生かしてほしいです。
令和３年度も交通事故０をめざしましょう！

○４月２８日（水）とうもろこし種蒔き体験４月２８日（水）とうもろこし種蒔き体験
イオンアグリ農場の方２名を指導者とし

て招き、とうもろこしの種蒔きを行いまし
た。子供たちはしっかりと説明を聞き、丁
寧に種を蒔くことができました。これから
の生長と実ったとうもろこしの収穫が楽しみです。
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GIGAスクール Start Now 校長 鳥海 一寿
朝、学校に来たら自分専用のコンピュータを準備する。授業中、

コンピュータを使って問題を解いて、自分の考えを発表する。
国のGIGAスクール構想により、児童１人１台のコンピュータ端末

と通信ネットワーク環境が整備され、大きな教育改革がスタートし
ました。GIGAスクール構想には、次のようなねらいがあります。

・多様な子供たちを誰一人取り残すことなく、公正に個別最適化され、資質・能力が
一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環境を実現する。

・これまでの我が国の教育実践と最先端のＩＣＴのベストミックスを図ることにより
教師・児童生徒の力を最大限に引き出す。 ※文部科学省｢GIGAスクール構想の実現へ｣

つまり、これまでの教育実践のよさとＩＣＴを活用する学習を融合して、学習活動を
一層充実させ、児童一人一人の学力を伸ばすことが大きなねらいです。そこで、本校では、
４月からできることとして、次のようなことに取り組むことにしました。

１ １日１回以上、児童にコンピュータを使わせる。
・使い方に慣れる。漢字や計算のドリル学習をする。授業で活用する。

２ いつでも、すぐ使えるようにする。 ～道具として教室の身近な場所に置く～
・朝、コンピュータを保管庫から取り出して教室に持っていく。授業で使わない時
は教室のロッカーにしまう。帰りの会終了後、保管庫に返却する。

３ コンピュータの使い方のルールを教える。 ～使いながら教える～
・使い方のルール ①ていねいに使う。②学習に関係のないことはしない。③休み
時間に使用しない。④相手が傷つかないような使い方をする。（情報モラル）

４ 教師のＩＣＴ活用スキル向上のための研修を行う。
・児童用コンピュータで具体的な使い方を学ぶ。先進校の取組から授業での使い方
を学ぶ。ＩＣＴサポーターから使い方を学ぶ。（月４回実施）

子供たちは使い方を教えれば、すぐに慣れて使えるようになります。子供たちからは
「早くやりたい。」という声も聞かれます。今まで各学級で実践した学習の一例です。

・コンピュータを使って漢字や計算の個別学習ドリルに取り組む。
・社会の時間に、調べたい内容を検索してノートに書く。
・理科の時間に、観察するものを写真で撮影して記録をタッチペン
で書く。

GIGAスクール構想で学校教育は大きな転換期を迎え、新たなチャレンジのスタートです。
この改革の成功の鍵は、私たち教師がどのようにコンピュータを授業で使っていくか学び、
実践することです。子供たちの学力を伸ばすため、全職員で創意工夫しながら新たな学び
を創造するＩＣＴを効果的に活用した授業改善に取り組みます。




